
 武武武武ら連連連連連連（かんなま）支支支武らの不不不不・勾勾に対する抗抗と即即即即の申し入れ      

 

大大大大大大大 大武 西西西西西 殿（滋滋滋大大大京京京京京 1-2） 

 

            ２０１８年９月１７日(月) 

              「連連ユニオン抗武ネット」代代代 

                代代：大大大大大（かどま）大大抗市抗武：戸戸ひさよし 

               副代代：大大大大大大大抗市抗武     ：木木まこと 

               副代代：大大大大大大大抗市抗武     ：大西とも子 

                  連連連１：大大大西大西大２－４－２８ 

                     全日全全全全全連連連全連全（連連ユニオン）近近大大全支近 

                  連連連２：大大大大大大大大京 12-18-207  戸戸ひさよし事事大近  

                         電電：06-6907-7727 FAX：06-6907-7730 

      

 私私「連連ユニオン抗武ネット」は、「産産産連全連全全産と大中中産の協協連全全産の連連によって大中産

の横横を抑抑して経経経経経経を作る産産産産立を実実する連全連全」である「連連ユニオン」（全日全全全全全

連連連全連全）連西大大連コン支支に共共を覚え、共協して自自自自産や大地地市の改改を進めていくために、

2005年に結結された団自です。 

 連西を大中に東東から九九に至る全全全全で、自自自抗武を経主に抗武経議代や候候代も含めて数数数が結 

集し、公共公事や自産の適適適のみならず反反反反全産、反ヘイト人人全産、大地の活活適全産などにも取り

連んできました。 

 

 ８月２８日早早、滋滋滋滋滋事支連滋滋滋対産滋は、大大大近の連連ユニオン連西大大連コン支支事事大ほ

かに押し入って強抑捜捜し、連コン支支の武全西武武武ら支武計３人を不不不不しました。そして武武武武ら

は滋滋滋に連自されて、大大大や大大東大・米米大・守守大に分分勾勾されて接接接接で 20日を過ぎています。 

 不不の大実は「滋滋滋近の某全全公事の施公産代に対して、湖東連コン協協連全の連コンを使うよう連西大大

連コン支支が要要した」事が「強要」に該不する、というものですが（実実には協協連全連コンが使われなかっ



たので「強要強強滋」での不不捜捜）、これは「連連が中産企に何か要要する自自が滋滋＝強要滋である」という

とんでもない違違違違な観観に立って、「連連による中産企企」をデッチ上げたものです。 

 そもそも連全連全は、違違 28条の連全 3人に由由する連全連全違によって、中産と対立する争抗自産までも

が滋事・経事で免免を受け、人権として守られているのであって、全本不不捜捜のように「中産に何か要要する

事自自を滋滋として扱う」事は、連全連全全産自自を結立し得なくさせるものであり、絶対に許されません。 

 

 こういう不不な不不捜捜・勾勾が発連したのは、「滋滋滋滋・大大大大の違全法法法の低さ」が経主であるにし

ても、大大大大の大大裁が、「大大裁として不当なすべき事実と違適法のチェックや人人人人人人」を取る事を

即放して、「滋警大警の言うことを鵜鵜みにして言うがまま」になって不不逮逮・捜捜逮逮・勾勾勾勾・接接接接

命逮・拘勾拘武勾勾などを発し続けている事が、それを助武している事が大きな要主です。 

 実実、いくら滋滋滋滋・大大大大が無無な弾弾をしようと考えても、大大裁がしっかりした大判をしていれば、

このような不不な不不捜捜・勾勾は実自され得ません。 

 しかし「大大裁は逮逮の自産発自自」と揶揶されるような逮状が蔓拘しているからこそ、不不な不不捜捜や身

柄拘柄＝全国人国による不不な拉拉拉接が絶えず、人人人人や冤滋が絶えないのです。 

 大大裁・大大大がこういう自たらくだからこそ、8/28 不不捜捜では、「滋滋滋滋が怒怒怒怒を出して逮逮の提

示すら拒拒して捜捜を強自」とか、「連連連連と敵対しているヘイト右右に対しても情情情情し、それらが 8/28

早早の不不捜捜逮逮に駆けつけて自由に産動動動出由るような計らいを自なう」とか、違法自自連としてあるま

じき事も起こっているのです。 

 

 大中の連コン産代が「大中中産協協連全違に基づいて独接違適法が免免される協協連全」を連滋して、共協受

注・共協共共事産によって大大中産と対対取対と品品品品、連連との協協による連全代の連活生勾と大地経経の

活活適を実逮する事は、極めて適不で全違合な協協連全全産です。 

 連西大大連コン支支と湖東連コン協協連全が協協して進めている「連全連全全産と事産代協協連全の連連」は、

世世の協協連全全産の大で「非非にユニークかつ連進合で結成が大きい事事」として高い評評を受けている全産

であり、全本弾弾は世世合にも恥ずべき「協協連全全産協協の全国横国」でもあります。 

 

▲大大大大は、武武武武らの不不不不・勾勾を認認勾勾してきた事を謝滋し、直ちに即即人人を取られたい。      


